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【重点研究報告3】
子どもの成育への包括的看護支援モデルの開発に関する研究
喜多淳子1)
AtsukoKita
今日､我が国においていじめ､自殺､虐待､犯罪など
乳幼児～青少年の成育環境上の問題は､悪化の一途を
辿っている｡著者らは､子どもたちを取り巻く成育環境
や教育環境の改善を目指した実践的取り組みを支援モデ
ルとして構築することを目的として本学研究科重点研究
プロジェクトに参加した｡その中の教室プログラムは､
子ども一家庭 (親)一学校 (教員)それぞれへの簡単な
演習を含めた教室A～C:A.子ども自身に働きかける
ための ｢自信と思いやりが高まる教室｣､B.(乳幼児期
の子どもの)育児への親の負担や不安の軽減を目的とし
た ｢楽しい育児生活に向けた教室｣､C.超多忙な小中
高校の教員への ｢いじめや自殺のない学校作り教室｣を
実施して効果を評価するという構成である｡本稿では平
成21年度に実施して評価を試みた教室Bについて研究1
として一部を報告する｡
目 的
本教室は､幼稚園児の母親の自信と自負心が高まるこ
とを目的とした｡
対 象
近畿圏の国公立系大学付属幼稚園園児の保護者90名
(数名の父親を除いてほとんど母親)を対象とした｡
方 法
実施時期は2009年11月下旬､実施時間は教室前後での
調査用紙-の記載を含めて約100分であった｡内容は､
｢生命の驚惜｣｢こころのなりたちと育まれ方｣｢対人関
係のなりたちと技｣の3テーマで構成した｡教室の評価
藤揮正代2)
MasayoFujisawa
は､StateTraitAnxietyInventory:以下STAIにより受
講前後での参加者の不安傾向の変化の測定により行っ
た｡また､研究者が設定した13主語に対する文章完成法
(SentenceCompletion:以下､SC法)により参加者の態
度変化を評価した｡主語は､｢赤ちゃん｣｢子ども｣｢母親｣
｢父親｣｢家族｣｢育児｣｢日々の生活｣｢私｣｢人間｣｢人
間関係｣｢世の中｣｢生きる｣｢死ぬ｣とした｡
倫理的配慮として､まず主催幼稚園副園長に講演内容
及び研究目的を含むことを伝えて許可を得た｡参加者に
対しても教室前に､本講演には研究の目的が含まれてい
ること､及び講話内容､調査内容ならびに無記名記入と
して個人を特定することはないことや記入方法などを文
書と口頭で説明した｡研究成果は､統計処理をしたうえ
で施設名を伏せてプライバシーを守って発表する旨も伝
えた｡さらに､調査への参加は任意として不参加による
不利益は一切被らないことを伝えて､調査用紙の最後に
設けた ｢データ使用の可否｣の記入欄に意思表示を求め
た｡
結 果
参加した90名の母親のうち88名がアンケート回答に応
じ (回収率 97.8%)､1名がデータとしての使用を拒否
した｡STAIへの有効回答数は84(有効回答率 93.3%)
であった｡母親の不安傾向は､受講前では状態不安41.1
±8.3､特性不安44.2±10.3､受講後では状態不安34.5±8.3､
特性不安40.9±9.9であった｡また､それぞれの平均得点
についての教室受講前後での比較では､状態不安得点は
平均6.6点､特性不安得点は平均3.3点低 くなり､両得点
とも受講後に有意に低下していた (p<0.001)0
SC法における主要な記述内容は､受講前後で変化が
見られた｡最も変化が大きかった主語は､｢私｣及び ｢赤
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ちゃん｣であった｡｢私｣に対して受講前は､母親 ･子
どもを守ることで親だ ･守る･守らなくてはならない人
がいるなど､役割や外的規定に属する述語24､幸せだ ･
元気だ ･元気でないといけない ･前向きなど肯定的ない
しは積極的述語20､未熟さ･わがまま･のろま･一人で
はなにもできないなど否定的な述語14､忙しい ･疲れて
いる･休息したいなど育児による多忙や疲弊状態を示す
述語11､何なんだろう?どこに向かっているのだろう?
これから何をしたらいいのか?など､自分の存在感を感
じにくい状態を示す述語5､その他4､無記入3であっ
た｡これに対して受講後の記述では､(家族がいて)辛
せだ ･元気 (活発)･前向きなど､講前の内容とは異な
る述語が多くみられた｡内容分析による分類としては､
自分と向き合う･子どもにとって頼りになる存在 ･かけ
がえのない人間 ･みんなの支えになっている ･すべてと
共存している･毎日を楽しみたい ･大事にする ･子ども
と夫が楽しく過ごしてくれるようにしたい ･孤独ではな
いなど自らの存在や気持ちへの問いかけから主体的に発
する述語計69と最も多くなり､忙しい ･乗り越えなくて
はならないことがある･責任がある･未熟 ･勉強と努力
が必要･責任など､自らを追いやる姿勢に類する述語は､
6と減少していた｡また､｢私｣では他の主語には見られ
ない無記入が､講演後にも3名見られた｡｢赤ちゃん｣
では受講前では､かわいい53､泣く9､癒される･なごむ･
幸せな気持ち4､寝かせる･寝る3､やわらかい2､母
乳をあげる･母乳が一番2など視覚や聴覚や触覚で捉え
られる感覚的な述語計73と多くを占めた｡しかし､受講
後には､すごい!いパワーを持つ ･すぼらしい ･自分で
生まれてくる･能力をもつ ･一生懸命生きようと頑張っ
てるなど40､神秘 (的)･奇跡18､大切 ･かけがえのな
い宝など赤ちゃんへの理解を得たことによる感動や尊重
する気持ちに類する述語 (64)が最も多くなり､かわい
い12､その他8が続いていた｡その他 ｢子ども｣｢育児｣
｢日々の生活｣｢人間関係｣などでも受講前後の記述内容
にかなり変化が見られた｡
考 察
今回､STAIを用いて講演前後で参加した母親の不安
傾向を測定して比較した｡水口ら (1991)は､正常な25
-34歳の女性の状態不安得点は36.9±9.5点､特性不安
得点は39.5±9.3点が判定基準としている｡その基準に従
うと､参加した母親の講演前の不安傾向は､状態不安､
特性不安ともかなり高い水準にある｡参加者の子どもの
年齢は､3歳から5歳までの幼児前期から中期にある｡
川井 (1997)によると母親の育児不安や育児困難感は､
この時期に高まるとされている｡今回の結果にも､指摘
されている傾向が示されたと考える｡
この背景を､SD法において受講前後での変化が大き
かった主語として結果で取 り上げた母親の述語内容を検
討する｡｢私｣に関して受講前は､役割や外的規定に属
する述語､否定的な述語､多忙や疲弊状態を示す述語､
自分の存在感を感じにくい状態を示す述語を合わせると
64%を占め､肯定的ないしは積極的述語約24%の2.7倍と
なっている｡また､この主語にのみ述語無記入が3名い
たことを含めて､自分自身を構ったり振り返ったりする
余裕もなく育児に奔走している母親の状況が伺える｡す
なわち､一人の人間としてのアイデンティティーの不安
定状態を基本としながら､生活の多忙と疲労状態が続く
生活からくる不安傾向の上昇と推測される｡
受講後の状態不安得点は受講前より平均6.6点､特性
不安得点も平均3.3点低下しており､ともに高い水準で
有意差が示された｡Speilberger(1970)によると､状
態不安は状況などによって比較的容易に変化するが､特
性不安は性格的な不安傾向であるため容易には変化しな
いとされている｡しかし､特性不安傾向の水準が高い場
合にはその限りではないと付加説明されている｡前述の
ように本対象においても､同年代の女性の平均より状態
不安得点も特性不安得点もかなり高かった｡状況不安が
高くて特性不安が高い場合は､元々性格的な不安傾向が
高いと考えるのが自然である｡しかし､状態不安の高さ
に影響された結果､特性不安が高くなる場合もあるとも
述べられている (Speilberger,1970)｡この場合に状態
不安の低下に伴って特性不安が比較的容易に低下すると
考えられる｡今回の研究結果では､その可能性が示され
たと思われる｡
状態不安得点および特性不安得点の両方が受講後に低
下した背景は､SD法における ｢私｣への受講後の述語
内容にも示されている｡受講前において大半を占めた役
割や外的規定､疲弊､自らの存在感のなさや自らを追い
やる姿勢という否定的な内容から､受講後の自らの存在
や気持ちへの問いかけから主体的に発する述語へと変化
した認識や心情が読み取れる｡｢赤ちゃん｣においても､
受講前には視覚や聴覚や触覚で捉えられる感覚的な述語
が大半を占めていた｡しかし､受講して赤ちゃんの理解
を得たことにより､受講後には赤ちゃんへの感動や尊重
する気持ちに類する述語が大半を占めていた｡この結果
は､母親が自らの子どもが生まれた時の感動や尊重する
気持ちを想起することで母親の認識や心情が変化したこ
とを示唆していると考える｡本教室は､母親の自信と自
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負心が高まることを目的として取り組んだ｡参加した多
くの母親たちは､本教室に参加することによってただ育
児に疲れ奔走するこれまでの母親像と､大切な役割を楽
しく担うこれからの母親の自己像の両方を描く時間に
なったと思われる｡その時間に一人の力あふれる生命体
として見直す機会を得たことが合わさったことが､自分
の子どもに対する "ただ世話する対象"という認識や心
情に変化を生じさせたと考える｡
今日､核家族化の中で育児に取り組む母親たちは､孤
立感や疲弊状態を募らせる状況にある｡その軽減に向け
た働きかけとして､専門職者による予防的あるいは治療
(いやし)的関わりの一つとして今回の取り組みは有用
であると考える｡今後さらに詳細に分析して､参加した
母親の不安傾向及びSC法における記述内容のみならず
研究方法の適切性についても検討を重ねたい｡
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